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 要  旨 
グラファイト層間化合物（GIC）は、グラファイト層間に別種の物質を挿入して作製される物
質である。金属元素を挿入した GICの超伝導は古くから知られており、近年 Ca挿入 GICである
CaC6 で従来より高い超伝導転移温度（TC）が報告され、注目を集めている。超伝導 GIC の TC
には、GIC の持つインターレイヤーバンドの電子状態
が重要な役割を担っていると考えられている。インタ
ーレイヤーバンドの電子状態は挿入元素の影響を受け
ると考えられ、従って挿入元素の違いによる TCの上昇
が期待され、研究されている。 
本研究では CaC6 の Ca の一部を Mg に置換した
(Ca,Mg)-GIC の作製を試みた。作製方法には気相反応
および固相液相反応の両方を検討した。気相反応では、
Ca蒸気が石英管と反応してしまう為に長時間の反応が
困難であり、従って目的とする GICの作製は困難であ
った。固相液相反応では、Caの融点が高いため、低融
点且つ容易に GIC の挿入元素となる Li を用いて 400
～500℃程度の Ca-Li溶融金属を利用した。Liや Caと
の反応性の低い SUS を用いて図１に示す装置を作製
し、Li:Caモル比や反応温度を変化させ、試料作製を行
なった。作製した典型的な試料の XRDパターンを図２
に示す。本試料はモル比 Li:Ca:Mg=1:0.4:0.2 の溶融金
属中にグラファイトを 4 日間反応させたものである。
既存の GIC（●：CaC6, ▲：LiC6）の他、いくつかの
帰属不明のピークが観測された。原料グラファイトは
全て反応している。帰属不明のピークの中で★で示す
ピークは面間隔が簡単な整数比の関係にあり、低角度の値から層間の広い GICが生成した可能性
が示唆される。当日は EPMAを用いた Ca,Mgの特性 X線の観測と磁化測定の結果を併せ、新し
い GIC作製の可能性について議論する。 
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図２．作製試料の XRD測定結果 
図１．固相液相反応用試料作製装置 
